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LB-1

• B-type star と70MsunのBHからなる連星系とNatureで報告される

• e~0.03, Z~Zsun（Liu et al.2019）

• Pair instability supernovaを考えると~50-120MsunくらいのBHは通常は
できない

• そもそもZ=Zsunの星では崩壊前に星風でやせ細り、重いBHになれない。



• COcore mass

• 40-60Msun PPISN

• 60-120Msun PISN



LB-1
•報告後、反論多数

• Abdul-Masih et al. 2019: BHからの寄与と思っている成分はB
型星の吸収線などの重ね合わせで説明できる。

• El-Badry & Quataert 2020: B型星のテンプレートスペクトルを
LB-1のKeck/HIRESスペクトルから差し引くと、BH質量の根
拠としてるRV変動の証拠が消える。BHはせいぜい5-20Msun。

• Irrgang et al.2020: 分光観測の結果を解析すると、そもそもB型
制と考えていた星がHe星の可能性が高い。その場合伴星の質量
は>2Msun。BHとは限らない。

• Safarzadeh et al. 2019: ULXの数と比較して,このようなBH連
星が系内にあるのは考えづらい

•などなど



そもそも
LB-1 like な連星は

どうやってできるのか？
最も形成率が

高いプロセスは？

B型星と主系列星の
連星にHe星が衝突



•散開星団内において軌道長半径１AU、B型星８Msun+主系列
50Msunの連星とHe星20Msunの合体を考える。

• PI-gap BHの母天体となる連星の形成率

•形成したとしてTidalで円軌道化が可能か？

•巨星になってB型制を飲み込まないか？

•ほかの形成プロセスではどうか？














